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人文研究
第 44在

人阪 r1ifL人学文学部
第6分冊 l992ff 93貞～ 112貞

糸色文寸U、廿紺llと相対時制

衣 ダ̂＿ヽ
・

ー、ー」r≫ r.iJ 

ー Dcclcrck (l 991 b) 

相対時制という考えは以前からあったか、その有効性を本‘りの意味で実乱I

してみせてくれたのか、 Dcclerck(1991 b), Ten'ie m Enghヽhである。そこ

で第 1咲てはその考えを紹介し、第 2名：では私兄を辿へてみたい。

1. 1 8つの時制

失点には現在と過去の 2つの時制があるとする＼＇'r..場があるか、一＿れは形態

の迅いたけを問題にしているからである しかし、フランス語ては未米が形

態的に区別されるのに現在と非視在でなく過ムとJI過去と 2つに区別され

ることからしても、それは時をそういうふうに扱っているというだけのこと

である。 フランス点の未米形は助動,inlから接尾辞に変化したものであること

を考えても、助動lInlを加えず接尾辞のみの区別てある 2つの時制は忍めがた

し、

ま゚た、現在完rゃ木来はしばしは時制からはずされてアスヘクトと法性を
表すとされる。しかし、 (1) 木米時{l,•Il は法助動詞の意味合いを持つというこ

とてあり、（2)印欧語の木米時制は払助jj加］から発逹し、未米についてのこ

とからを再うのに使われていたのはまれてはあるか、たからといって炎語に

木米時制かないといえない。さらに、フランス冶ては人米時制は失点とII iJじ

く法助動面］だか、屈折辞をもつので木米時制かあることについてはあまり沢

論はないということがある。

木米時制の 1つである条件法の時制（過ムにおける木米）は非'J:J.'.火的仏性

の意味合いをもたない。これは巾に視時点からみた過ム：の時の状況にすきな

(351) 



-94 -

いからである。

(1) a. Fifteen years later Bill would be the richest man in town. 

b. Berlin would not fall before 1945. 

他にも言語的証拠から、現代英語の未来は時制であり、 2次的に法助動詞の

用法かあるとする論も存在する。

現在完了についても同じで、完了相は認められるが時制ではないとする意

見かある。 しかし現在完了ー完了＝現在時制ではなく、現在完了も独自の時

制であるとここでは考える。

shall/willによる未来は現在形や現在進行形や begoing toでも未来を示

せるので時制ではないといわれることかあるが、フランス語では未来時制だ

けでなく視在時制とかallerを使っても未来を示せるのに未来時制があると

されている。また、現在時制や begoing toを使って未来を示せる動詞はそ

う多くない。shall/willはそれだけで未来を示せる。 shall/willだけが完了

形と組み合わされて未来完了を示せるし、shall/willは進行形と組み合わさ

れて未米進行時制を作れるのである。よってshall/willは未来時を示す無標

の手段であるといえることから未来時制である。

こうした即rllで過去と現在（非過去）や助動詞の違いを含めるとすると、

視在 ・過上 ・未来 ・現在完了 ・過去完r．未来完了 ・条件法の時制 ・条件法
の-;c.rなどか人ってくる。つまり、時制を 2つや 3つでなく 8つあるとす
る。

1. 2 !Ji態TOと4つの時区分

まず、 (2)の文をみてみよう。

(2) John was in the kitchen this afternoon. 

こうした節内で及されている出来)ドを Comrie(1985)などにならいsitua-

lion［こ こでは)H態とボす］とよび、発語時点をゼロ時点とする。もしそれが
だめなら受』時点をゼロ時点とする。 :F態TO(time of orientation)は項態
か実際に行われた時をさすといえる。過去時制の使用は—‘JJ態 TO がゼロ時点

よりliりであることをぷす。 (3)では最初の節の TOより後の節の TOかより

IliiのTOである ことになる。

(3) John remained in the kitchen after he had finished his dinner. 

lli態か視―{1か過 1；の時liIl領域にあるとさは、 ‘J~態 TO は時間領域を 3 つの

sector [II、}区とJけ］に分ける： （a) TOよりiiiiをぷわiiiガ時I)(、(b)TOに
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始まり未来にのびる後方時区、 (c)TOを中心とする同時区。(4)の文ては

saidの事態TOに対して wasが (c)で、 hadworkedは (a)、wouldgoは

(b)にあたることになる。

(4) John said he was tired because he had worked hard and that he 

would go to sleep early. 

ゼロ時点は現在にあるので現在の時間領域は目動的に 3つの時区 (pre-

present［現在完了時と訳す ］、present［現在時と訳す ］、post-presenl［木

時と訳す ］） に分割できる。これに対して、過去の時間領域はゼロ時点より完

全に前にある 1つの時区しかない。その 4つの時区か絶対時区となる。これ

を英語では過去、現在完了、現在、未来時制の 4つを用いる。そのそれぞれ

に1つの絶対時制ということで 「絶対時制」は4つとなる。そして残りの4

つは事態とすでに時区内で確立された TOとを1紺連づけることのみ行う時制

で 「相対時制」である。

絶対時区は客観的な時では定義できず、話し手がどう時間を意識している

かによる。例えば現在時区は (5a)の文のように点のこともあるし、(5b)の

ように無限の広がりをもつこともある。

(5) a. I declare the meeting closed. 

b. London lies on the Thames. 

同様に現在完了時区は非常に短い時もあるし、はるか昔にさかのほることあ

る。過去時区もまた遠い昔のこともあるし、ついさっきということもある。

よって、同じ事態が (6a)のように現在完了時区で表現されたり、 (6b)のよ

うに過去時区で表現されることがある。

(6) a. I have just met Ann. 

b. I met Ann just now. 

1. 3 時間領域 (temporaldomain) 

それぞれの時区に対応して時間領域がある。(7)では過去時領域であり、 4

つの事態がその領域内でかかわっているといえる。

(7) John said he was tired because he had worked hard and that he 

would go to sleep. (= (4)) 

そして、 (7)ではsaidの事態TOはwastiredとwouldgo to sleepという

事態の束縛TOであり、 wastiredの事態TOはhadworked hardの束縛

TOであるといえる。また、ある領域の中心TOは時間領域を確吃し、その領

(353) 
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に荘かれる次の川態の束縛TOとなる事態TOである。 (7)の中心TOr

aidの事態TOであり、 wastiredやwouldgo to sleepの事態TOは同時

性や後方性という形でこのTOと関連し、それに従った適切な時制が選択さ

れる。また、時間的に従属する項態TOを付随TOという。

(8a)では 3つの事態TOはお互いに同時性をもつ。すなわち、過去形の

noticedは過去時領域の中心TOとなる絶対時制である。残る 2つの過去形

は事態がこの巾心TOと同時性をもつことを示す

つの事態はI0)じ時ltl領域にあるといえる。

(8) a. I noticed that Bill was talking with Emma and that they 

.{cited about something. 

b. Suddenly the bell :ronR. Bill stood up from his chair. u畑 Ito the 

front door and o加99cdil. 

これに対し (8b)では事態は顛に起こっていて

)j性ということで

別々 の過去時

えに 3

-,' 

＂ 
l Oa) 

(shift)とよぶ。

た11.l心TOの前に付

T(） 9i 1 | l心1

(9) John had加叩 in

r ourtccn. 

TOがくる

TOで

は過去時領域か‘

か`

への転換I

l 0) n. I saw him yesterday, l hat 

ain tomorrow. 

b.11c said t hnl Bet ty is/9 

時llllori域が確V．されると

していない。よってすぺてがそれぞれ

る事態である。そこでこのようt

。(9)の場合では 1つ目の

したい

wtmt there when he was onlu 

·-・・•- .::，ょぶ。これ
＼）従属節は時の従屈は示してもり

W(すmld/wil

＇こる (Hehud w 

vヽhotolcl me the ncヽvshnd、vitIヽcssedthe nccidcnt 

それぞれ

の

の転換である。ただ、(JiOb

" himtoday. and l :ruillsco him 

irl. 

こに碍かれるこ

lつ
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を用いており、 じ節が従属時制を用いている。

l. 4 過去時領域

過上時領域で同時性を示すためには、束縛TOか中心TOか付随TOかに

かかわらず (1l)のように単純過去形を使い、前ガ性を示すには (12)のよ

うに過上完了形を使い、後方性を示すには (13)のように条件法かある。

(11) He said that he was feeling hungry. 

(12) He thought I had been living there for some time. 

(13) I thought he would help me. 

次の(14)では時のI渕係は話者がどうとらえるかで、 hadにも haddiedとも

なる。haddiedでは相対時制になるが、 diedは新しい時間領域を確立する

絶対過去時制になる。

(14) I spoke to the boy whose father died/had died a week earlier. 

また、条件法 [would十原形］のみが過去時領域における後）j性を表す唯一

の手段でないのはもちろんである。

(15) He said there was going to be a storm in a minute. 

1. 5 現在完了時領域

視在完了を不定完了と継続完了の 2種類に分けるのが特色である。イ酒定完

rは必ず中心TOとなり、この中心TOと関連づける場合時の視点の転換を
伴うことになるので過去時領域となりやすい特徴がある。

(16) a. I have eaten lobster once, but I can't say I enjoyed it. 

b. I have never promised that I would help you. 

もう 1つの継続完了であれば時の視点は現在時領域内のままである特徴か

ある')

(17) I have been digging lhe garden, while you have been doing noth-

ing. 

但し、イ勺定完了はくりかえしの事態の場合、同時性を示すことが意識される

と過上時制などでなく (18b)のように現在完了か用いられる。

(18) a. I have often cried when I was feeling lonely. 

b. I have often cried when I have felt lonely. 

あるいは話し手は従属節の事態を視在完 f時制の束縛TOと閲連づける

(16) のような時の視点を変えるという時の従属の過程をせず、ゼロ時点と

(355) 
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何らかの関係をもたせようとすると、新たにゼロ時点に関連する独自の絶対

現在完了時制となることがある。

(19) The doctor has already confirmed that Bill has sprained his ankle. 

他の絶対時制への転換も見られる。

(20) The doctor has already confirmed that Bill will be unable to walk 

to school for some time because he has sprained his ankle. 

また、継続完了では常にゼロ時点を含むので従属節には絶対時制がくる。

(21) a. I have known for some time that Jim has sprained his ankle. 

b. I have known for some time that he did not do it. 

従属節が現在完了と現在形ではどちらもゼロ時点を含むことになり当然同時

性があるとのみ解釈される。過去から続いているという含みがあれば現在完

了、それがなければ現在形がn然である。
(22) a. Ever since this morning I have been working while you have 

been doing nothing. 

b. Jim has known for some time that Joy has been/is in Reno. 

時には現在形のみが可能ということがある。これはそうしないと現在完了が

継続完rでなく不定完了の意味をもってしまうからである。
(23) I have felt for weeks that you want me. 

もし完了がくりかえしの意味をもつなら現在と過去の 2つが口］能で、 works

では継続完f、workedでは不定完了と解釈される。
(24) He has always told me that he works/worked in a bank. 

ある領域の中心TOを確＼` r．する継続完了はこのTOをゼロ時点を含むもの
とするので、中心TOに後）j的な巾態はゼロ時点より後方的ということにな

る。そこで未米時制を使うことになる。

(25) Ever since this morning he has repeated that he will move to 

London. 

しかしくりかえしの謎味の不定完了であれはゼロ時点を含まないので、過去

のTOに対して後）j的な条件法の時制（もしくはwasgoing to t-J点形など）

に転換されるか、 (27)のように純粋な継続完rであれは、ゼロ時点を含むこ
とから that節は絶対木来II、}制の 1つになる。

(26) He has been telling me for months that he was going to im,itc me, 

but he has not done it yet. 

(27) lie has been telling me for months that h is going to invite me. 

(356) 
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1. 6 現在時制

現在時制はゼロ時点を示す中心TOもし くはセロ時点を含む他の TOと1iil
時性のある事態を示す。

(28) a. I am working, while he is doing nothing. 

b. I am just saying lo the others that I think John does not mean 

what he is saying. 

ゼロ時点をさすか含む現在時領域では定形動詞を使って計i)j性や後）」性の'li

態を示すとすると、その事態は他の絶対時領域にあることになる。セロを含

むTOに前ガ的なものは話し手の気持次第て過去時制か視在完了叶制にt・

る。

(29) a. I am just explaining that I did 1t last night. 

b. I am just explaining that I have not been able to do it last night. 

これらの that節は新しい時間領域を作る絶対時制である。よってこの that

節の市態TOは他の弔態TOの束縛TOともなる。(30)の下線部は that節

の事態TOに対して時の従属をせず絶対時制になっており、 (31)ては時の従

属になっている。

(30) I am just explaining that I have not been able to do it because I 

have been feeling ill. 

(31) I am just explaining that I have not been able to do it because I 

was feeling ill (when I had to do it). 

1. 7 未来時制

ゼロ時点を含むTOに後ガ的な事態を示すには木米時制もしくは類似表視

を使う。

(32) a. I know John will be in London tomorrow. 

b. Why don't you admit you are leaving the country? 

c. I think it's going to rain. 

事態TOをゼロ時点でなく未来時領域の TOと1紺連つけようとすれば時の視

点の転換がおこる。そして、未来時領域の TOが束縛TOである時、それは

まるでゼロ時点のものであるかのようにふるまい、 ゼロ時点を中心とする 4

つの絶対時制の場合と同じくそのTOを中心に 4つの絶対時制をとる。

本来ゼロ時点を基準にそれより前の市態というのは過去時領域か現在完了

時領域にあることになるが、この未来時領域のTOを中心とする場合も同じ

(357) 
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ようになる。過去時領域に時の視点が転換する場合、被束縛事態 （下線部）

は束縛TOより完全に以前にあり、 TOに達してしまうことは許されない。

(33) a. The police will believe that he was killed yesterday. 

b. The police will find out that you were staying here today, and 

not in London. 

c. (said while planning someone's murder) The police will be-

lieve that he was killed tonight. 

(33a)ではゼロ時点より前方性があり、 (33b)では同時性があり、 (33c)で

は後方性があるのに一様に過去時制になっている。つまり、ゼロ時点を基準

にした時制というのはここでは閾係せず、にせのゼロ時点と関係している。

過上時制もにせの過去時制であり、それが前方性を示している。このにせの

過去時制はそこに荘かれた他の事態の束縛TOにもなる。その場合被束縛

TOが過去だと同時性を、過去完了だと前方性を示すことになる。

(34) (said while planning someone's murder) The police will think 

that he was killed when he came home after he had attended the 

meeting at his club. 

同じ様に、ある市態が未来時領域の中心TOに至る時の広がりの中にある場

合、まるで視在完了時領域にあるように扱われ、現在完了時制が使われる。

(35) He will soon find out that you have been following him. 

もしそれか不定完了であれば、すでに議論したようにその従屈節には過去時

領域に属するようなのがくる。

(36) He will wonder if she has ever said that she was unhappy. 

もしそれが未来時の中心TOまで続く弔態を表す場合には絶対継続完了で、

ゼロ時点を中心とする絶対継続完了と似た様態を示し、（37)では同時性を、

(38)では1lijガ性を、 (39)では後方性を示すものが後続する例である。

(37) She will whisper to you that she has felt for a long time that you 

want her. 

(38) Tomorrow the police will tell him that they have known for some 

time that he killed his wife. 

(39) He will tell you that he has been hoping that you will help him. 

木来時の束縛TOと|u1時性のある1i態はまるで現在時領域にあるかのよう

に及される。よ...,て、現在形が1ljいられる。
('10) They will believe that Jack is back in town. 

(358) 
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ただこのような文はもちろんあいまい性があって、補文の現在時制は＇にせ

の＇ゼロ時点を中心とする＇にせの＇視在時制てなくセロ時、点を中心とする

現在時制への転換ともとれる。こうした同時性を小 4'にせの＇視 (I:)［クは従

属節に限られ、埋め込まれていない文や非制限的関係節では独「1の未来時制

になる。 (41a)ては従属節で1nl時付を小す視｛I・形をlllいられているのに対
し、ほほ同じ心味の (41b)では l．節のくりかえしであるためもう一度Idlし人
米時制か使われているのか参名になる

(41) a. You will be met b_y a man who zs wearing a red tic. 

b. You will be met b} a man. He w1ll be wearing a red tic. 

c. They will find out that Jack thinks that he wa~ born in London. 

また、木来時TOに後ガ的な！li態をよすにはもう一度木米時i,hIlを使って人‘i9.

時領域にあるかのように表わされる＾

(42) He will say that he will never leaz,e her. 

次の (43a)(43b)は5時に出発したのか、5時よ り前に出発しているu)か

あいまいな文てある。

(43) a. John had left at five o'clock. 

b. John will have left at five o'clock. 

c. John had left when Bill arriヽed.

(43c)かあいまいなのは 2つの節の市態はlnlじ過去時領域にあり、過去完f
の hadleftはノョンの出発かなん らかの TOより前力的てあることを小し

ている 過よ・時制は過上叶領域にあるとの TOともIu]時ヤIをもつものと鮒釈

されるので、ヒルの到苔かジョンの出発と1ul時なのか、ノョンの出発か削）J
的としているなんらかの TOと同時なのかあいまいということになる

これに対して、禾米時領域ではあいまいヤ1かない つまり中心TOとのIul
時性をぷすには現在形かII]いられ、 (44a)かそうである。 中心TOに前）j的

な巾態とlu]時性を示すには過去時制か使われ、それか (44b)てある

(44) a. John will have left when Bill arrives. 

b. (John will no longer be there at midnight.) I le will have left 

when Bill arrived. 

1.8 ゆるい同時性

その節の時制が巾態を束縛TOと同時性かあることを示したとしても、 1ILi

者がまったく同時に起こることは必ずしも意味しない。 2つの市態か同時性

(359) 
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かあるという時、それは起こっている時間が一致する場合と時間か重なると

ころがある場合とかある。

He felt unhappy when he said that. 

We will be in London when he arrives. 

(46) a. 

(45) a. 

b. 

しかし、次の文ては同時性は厳密なものてなくゆるい (sloppy)同時性てあ

るといえる。

When John came home. Mary told him about the accident. 

(Be careful in your speech tonight.) The newspapers will print b
 everything you say. 

こうした例ては市なり合わない連続する 2つの事態をさしている。しかし、

従屈節て使われている時制は同時性を示すのに使われるものて、前方性は

(47)のように示される。

(47) a. When John had come home. Mary told him about the accident 

The newspapers will print everything that you have 

c. When the bell has rnng, everybody goes home. 

厳密にI99lllbてなくゆるい均合のほうか同時性を示す時制か使われるように思

えるか、そうてはない Iii)時件をホす時制を使っているということは両者が

luJしoccasionにl迅している と扱っていることをホす。これはその駐本的．

昧か1IIlllけヤ1のよ現である現在分，in]の例でもわかる。

(48) a. Opening the drawer he took out a revolver. 

b. Raisrng the trapdoor she pointed to a flight of step~. 

現(r分油］かゆるいkiJII、}性として使われていることは、同時性というのは現在

分，i11Jによって••Kされているもののうちの無襟の心＼味てあることかわかる。こ

のことは条件節の文で明らか(、 2つの節の間の時の関係の及現は ifp then 

qという論.fll！的つなかりほと）T(波でない。よずて条('I節では if節はほとんと

liり｝Jヤ1に）いていう必要はなく、次の例は例外的均合である。
(t9) You will not get a full pension if you haven't worked for forty 

b
 

:aid. 

l'ars. 

たいていの if節は1IIlIIけヤ1を臼動，;,iJ形をとるわけて、次の文の

の節に迅•)／,＼ll,’’'lかあっても 1IlllkWI：かあると ！月えられる。

(50) If John do~sn't do it today, I will do it myself tomorrow. 

り11hJれは人米II、}il内態にあ.,•C 、 li．いに）ながっ •C いるととらえる。

性に焦点かおかれる比｝合のみ次のような汲視になる。

うに 2・"') 

ノヽ n ̀. 

360 
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(51).If John hasn't done it today, 1 will do it myself tomorrow. 

これは (52)のような whcn節でも1IIlしである そして1,l1J行のIIIfl番が1ij1時か

Iiり後かについては忍識の問題て、ゆるいli'iJ時性をぷしている。

(52) a. When he lived at Abbotsford, Scott al¥¥cl¥:ヽ dinedat home. 

b. Whcn Jocclyn rcCClvcd lhc lettcr. shc wrotc a rcply. 

ところで、品lliiri）節て未来時領域にあることをぷすのに視（l：時制が使われる

ことかあるか、この場合はゆるいluJ時竹てはない。ゆるいIIIl時性の比芹合に使

われる現在分訓をこの場合は使えないし、前）i性や後｝j性のある勅詞形は使

えないことからも迩いかある。

(53) a. John will leave before Mary arrive~. （・ will arrive) 

b. I w ii I stay here un ttl she comes back.『willcome) 

c. Bill intended to wait until the 5hop opened.（・ wouldopen) 

d. It would not be long now before the shop opened.（拿 would

open) 

こうした場合の時制の扱いについては変則的なものとして杵通扱われてい

る。つまり、トイツ幸やオランタ点では実際 (53)でアステリスクて』文と

しているような副詞節に木米時制や条件仏の時制かくることを昨すことか

ら、この副叫節はt節より後力的てあるのか盆即的といわれる しかし、
when/after /beforeなどは at/after/beforethe time whcn;thatのIiiii}}.IIn]

句的意味に等しいことを考えると、 fLi]時性をぷす動而l形の使川はそうJI益切！

的でもない。afterや beforeのような接続、In]は実際は古炎点のそうしたたぐ

いの前閻両句から発迷してきたことをホす通時的証拠かある。(53a)て will

arriveでなく arrivesというのは副祠節か接続詞のふ味構造からくる未来時 ．

TOと同時性があるからである。この同時竹は bcforcthc timC at whichの

atによって合図され、この場合はゆるいluJ時性でなく正真正銘のluJ時性かあ

る。つまり時を示す接続両か賠に示唆する implicitTOと111]時性かある。ゅ

るい同時性かあるのは hopeや betの後にくる補文てある。

(54) I hope/bet l (will) get there before the others. 

しかしその他の似た動祠には見られない。

(55) • I expect/am sure/supposed/am afraid 1 get there before l he 

others. 

「u1時性は 3つの時をポすもののなかで無標であるこ とはイヽ 定11111や動名1111]
節でも明らかである。これらの節は時制がないので時間領域を作ることかで

(361) 
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きないので、同一の時間領域内の関係を示す。そして前方性を表すには完了

形を、同時性を表すには現在形を、後方性を表すには begoing toの形を使

うことになる。

(56) a. John seems to be ill. 

b. John seems to have been ill. 

c. John seems to be going to be ill. 

しかし前方性や後方性がある場合でも、文脈などで明らかであればや現在形

か使われる。つまり、厳密には同時性がなくても同時性を表す動詞形が使わ

れることが明らかである。

(57) a. He admits being/having been there yesterday. 

b. I expect to see him tomorrow. 

1. 9 絶対時制

新しい巾態が荘かれる場合、それをすでにある時間領域に関係づけようと

すると、相対時制が用いられることになるが、再び独自にゼロ時点と閾係付

けようとすると絶対時制を用いることになる。この場合、 a)時間領域を転換

すること。b)同時性を示す時間領域を作ること。c)時間領域を再確立する

こと。の3つのガ法がある。これは whenやwhileで郡かれる時を示す節や

条件節ではn]能ではない。 しかし、主節やt節との関連の弱い関係節や理由
をぷす従属節では可能である。そうした節では事態TOは囲接ゼロ時点と関

辿することかある。 ここでは (58)のような時区の転換に伴う時間領域の転

換ではなく、同じ時区内の時間領域の転換について話している。その例が

(59a) (60a)であり、 (59b)(60b)では時間領域の転換は行われていない点で

迩っている。

(58) He says that he was ill. 

(59) a. The man left the town and was never heard of again. 

b. The man left the town and would never be heard of again. 

(60) a. John said that Mary witnessed the accident. 

b. John said that Mary had witnessed the accident. 

(59a) (60a)では時制の爪純化によると説明されることもあるだろうか

つの1i態に順｝fかからんでいるというよりも、ゼロ時点に閲してどう位沢し
ているかということで転換か起きている次のような例もある。

2
 

(61) Thc ncw agency ha prcad the new that the astronauts harre 

亀．、

(362) 
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landed. 

(62) After the party I will tell you all about the people we wit/ meet 

there. 

こうした例でももちろん前後関係はわかるが、それは時制によ ってではなく

認識からくるものである。

そこで、時間領域の転換が時の前後関係をあいまいにしないとわかる場合

には話し手はこの時間領域の転換を行うのである。よって、 (63)ではafter

があるのでどちらでもよいが、 (64)では過去と過去完rでは意味か辿う。
(63) I always felt hungry after I worked/had worked in the garden. 

(64) I always felt hungry when I worked/had worked in the garden. 

しかしたいていは理解をあやまることはないので転換がおこる。(59a)

(60a)や (65a)がそうであるが、 (65b)ではそうでない。

(65) a. I will never forget that you are treating me like this. 

b. I will never forget that you have treated me like this. 

c. Next time I will tell your father that you are not at school. 

(65a)は未来時から現在時への時間領域の転換であり、 (65b)はほぼ同じ意

味だが、ゼロ時点は主節の未来時TOからすれば前ガ的であるということか

ら現在完了時制が使われている。 (65c)は時間領域の転換でなく、同時性を

示す相対時制である。この違いは前方性を示すforgetやゼロ時点を示す傾

向のある likethisと、ゼロ時点より後方性を示す nexttimeに閾係する。

すでに見たように現在完了時領域からは過去時領域への転換があるし、未来

時領域からも同じように時間領域の転換がある。

(66) a. I have never been drunk while I was on duty. 

b. I have never been drunk after I had drunk five glasses. 

(67) a. He will say that he was ill after he had drunk ten glasses 

tonight. 

b. He will say that he has never seen me before. 

よって、 (68) の文では同時性の現在形かゼロ時の現在形かあいまい性があ

るが、 (69)のような場合は未来時の意味のみとなる。

(68) You will be met by a man who is wearing a dark coat. 

(69) The newspapers will publish everything that will be said. 

うめこみ文が先行する場合は、現在形は現在のことを示すので、 (70b)のよ

うにする。

(363) 
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2. 1 過去完r時制と未米時制
彼は時制としては形態的に区別される過去と非過去との区別は否定してい

る。しかし、実際のところ、彼の時制も形態的なものを市視しているといわ

ざるをえない。彼の絶対時制というのはいわばゼロ時点を中心とする第 1次

時制といえるものであるか、形態的なことを市視しているといえる。

(75) a. 視在時制 ゼロ時点十¢

b. 視在完 （時制 ：ゼロ時点＋have+p.p.

C. _,fc来時制 ゼロ時点＋will/shall

d. 過ム射時制 ゼロ時点十ed

この第 1次時制を含む文はそれだけで文として11¥‘r．できる特徴かある。例え
は視在';Lfll、与制を含む (76a) はゼロ時点か焦点であるのでそれだけでよい

か、過ムヴcr時制を含む節はそれだけではイ寸「l然で、（3）のように第 1次時制
て焦点をあわせるか、賠黙の形でも過上時領域であることがわかっている必

要かある。

(76) a. John has been to Venice once. 

b. John had been to Venice before. 

(3) John remained in the kitchen after he had finihsed his dinner. 

つまり他の時制に依{iして成り＼tつ時制か第 2次時制つまり相対時制であ
る。ま に、絶対時制であっても他の時制に束縛されると相対時制として機能

することに(l:．忍か必要である。

たた、 Dcclcrckは視在完rを絶対時制としておきなから過ム完rを相対
時制としているのは第 1次時制と第 2次時制という点から考えると納得で

きないことではないか、例えは (76b)や (77)における過去完（は過上・の過

去の例でなく、過去における元rの意味である＾こうした場合と視仕時にお
ける視'(I：完 j”とでは完了のもつ忍味に迩いはない こうした have+p.p．部

分の意味の市なりをどう説明していくのだろうか。

(77) Arnm had a gun and e, en without it the enormous guard could 

ha¥ c killed him easily He was almost twice ac. big as Samuel and 

much more powerful. Thc:-r had reached the other side of the 

bridge now, and the barracks lay Just ahead of them. Sheldon. 

Bloodline 

ま』、ある時点における時のひろがりを示しかつその形態を独rlにもつ進h
形はアスベクトとみなし、同じく (2時点間てはあるか）時のIムかりをもつ完

(365) 
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了形を時制としてしまうのは、両者間にある共通部分を無視している印象は

否めない。

次に未来時制は絶対時制であるとすることにからむ問題を考えてみよう。

(78)が示すように同時性を示す場合には現在形になるのは自然でないが、

これはにせのゼロ時点を中心TOとしているからとし、未来時制については

絶対時制と相対時制などを別の形で説明し直している。今、この will/shall

を法助動詞の （あるいは相対時制の）一種として位四づけ、現在時領域に含

めるものとすると、この文の時間領域は現在時制ということになる。すると、

にせのゼロ時点を考えな くてもよくなり、 (78)で同時性の表現として現在時

制を使うことに不自然さはな くなる。

(78) She'll probably be on the same plane as I am tomorrow. -Swan 

さらに、未来時制には現在時制とま ったく同じように前方性を示すのに現在

完了や過去形、同時性を示すのに現在形、後方性を示すのに未来形が後続す

るのに、 (79b)(79c)のような例がダイクシス的理論では十分に扱えるか疑

問か残ることからも、未来時制については相対時制部分は残すべきといえ

る。

(79) a. On Friday, Oswald will say,'I arrived on Thursday.' 

b. On Friday, Oswald will say that he arrived on Thursday. 

c.? On Friday, Oswald will say that he arrived tomorrow. 

こうしたことから、未来時制と現在完了時制は現在時領域に位岡している

ので自V．性はあることはあるが、相対時制的機能が中心である絶対相対時制

という形で扱うぺきであろう。そして絶対時制としては相対時制として機能

する場合に同時性を示せる特徴をもつ 2つの時制、現在時制と過去時制の 2

つであると思われる。つまり、同時性を示せるということはその絶対時間領

域があるということだからである。

2. 2 相対時制と順次性

相対時制的考えが 1番説褐的な例に次のような間接話法の例があるとい

える。

(80) a. Yesterday.Wendy said,'I arrived yesterday.' 

b. Yesterday.Wendy said that she arrived the day before yester-

day. 

c. Yesterday,Wcndy said that she had arrived the day before 
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yesterday. 

Comrie (1986)はこれを時制の一致論では「主節がすでに過去時制の場合、

間接話法の従属節ではその時制を変えない」と「ある過去時の出来事がすで

に文脈的に確立した過去より以前のことがらであれば過去完了が用いられる

ことがある」といった 2つの原理で (80b)(80c)を説明しているようであ

るが、その理論では (81c)の3つ目の節が過去完了になることは説明できる

が、どうして (82b)の3つ目の節では過去完了にならないか説明できない。

これに対し、相対時制理論では (81b)の3つの目の節が過去になれるのは 2

つ目の節の束縛TOと同時性があるからと説明でき、また 3つ目の節でも過

去完了になりうるのはもう 1つの束縛TOでありうるt節からの束縛をう
けることがあるからであると説明できる。

(81) a. I spoke to her when she came home. 

b. He said he had spoken to her when came/had come home. 

C. 拿Hesaid he spoke to her when she had come home. 

(82) a. Joan said:'I told Betty that I was feeling ill.' 

b. John said that he had told Betty that he was feeling/*had been 

feeling ill. 

また、もう lつの問題はどうして (81c)の非文性を説明するかであるが、時

制の一致論にはその方法がない。 これに対して相対時制論をとると、 3つ目

の時制は2つFlと同時性を示すために過去時制でなければならないことが

説明できるとしている。

しかし、これは Comrieの説明がよくないのである。 「ある過去時の出来ボ

がすでに文脈的に確立した過去より以前のことがらであれば本来過去完了が

用いられる」が第 1原理なのである。(81b) (81c)の場合その原理があては

まり、 2つ目の節は過去完rでなくてはならないのであるが、 (81c)はこの
点からして少しよくない。そして 3つ目の節は 2つ目の節が過去時制になっ

ているのに第 1原理に反して過去完了になっているので非文となる。(80b)

がよいのは「本来過去完了が用いられる場合でも主節より前ガ性を示す副詞

や接続詞などがあれば過去でもよい」というこれが例外的な原理で説明され

る。いずれにしても、この例外的原理でも (82b)は説明できないのに対し

相対時制論では問題のない文である。これが利点といえる。

また、 (80b)の様な文において 2つ目の過去時制の解決には、時制の一致

論の¥t場をとるにせよ相対時制論の立場をとるにせよ、語紋にく＋後方的＞

(367) 
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とか /— 後ガ的＞ とかいう時間索をもつかどうかを指定することか必要て

after、have+p.p.や 「と」 「た」はく＋後方的＞の時間索をもつといえる。

よって、次の 2つの文は同し意味をもつ。

(83) a. When the train had left, I arrived. 

b. After the train left, I arrived. 

(84) a. 駅に石く土、 1U車にのりなさい
b. 駅に名い左ら、1じ車になりなさい

これは if節でも同じてはないだろうか。

(85) If Mary dies, John will comes into a fortune. 

Dcclcrckは (85)を順次ヤ1．がなくゆるい同時性の例としているか、ぶ理的に

はifp then qてあることは く＋後}j的＞ 要桑が強いといえ、日本語では

(86)のように順次ヤ1．で＆せることに柁意したい。

(86) a. もしメアリーか死んだら、ジョンは人金持ちになるだろう。

b. もしメアリーが死ぬと、ションは人・金持ちになるだろう。

そこて、条件節のI巾時性についてもう少し考えてみよう。彼は条件節では

束純TOとのI1J)時件をいうか、必ずしもそうとはいえない。

(87) 1 will sec her tomorroヽr..

(88) If I don't sec her today. I will sec her tomorrow. Sheldon. op.cit. 

(89) If it iヽfinetomorrow, I will go fishing. 

(87)のWlllのJ↓成はゼロ時点であるか、(88)のμ点はゼロ時点ではな、 、
ある未米時点とのIJJII、'i性で現（l：形か使われており、l:節はその じ来時点てしり

人米II、}C、いわばそうなったらする動作をセロ時点て人明Lている文といえ

る。(89)CもIIJI I Iという人米時点との111]時性が視0.Jfで1くされ、そうなった

時点か Iうみた未米を；い沐時制lC,lヽ している。ここにも順次flの＇伎索があると

ぃ入る。

(90)にわいても 「遅れることになる と分かった ト来時点において、r・
,,り作として 1，叫し1す」ということであると息われる。

(90) If I will be late, I'll phone you. 

いのように杓える{、&件館JCはjk縛 TOとのluJII、'itl：でなく、ある K*i、}．＼し

との l11]ll~t性ではれ いかとは思われ、条件節には•1u次ヤ1 カ

る。

もっとも、このある kk時点を束納ro・cあるヽさ屯節のノjにおいて
、 それとのゆらいI•,] II 、＼性で条件館j力邁闊JI紅 い・）こ とに i~‘

36 
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い。それか Declerckの＼．'f..場といえよう＾しかし 、 91)のような before節で

は束縛TOとの「u]時性でなく implicitTOとのln]時性をいうよう 9-、条件節

てもある木米時点 （あるいはまさにこの場合かにせのゼロ時点）と v)|【i]時性

を考えてもよいようにも思われるのである

(91) 'A-'e will attack the city before the uヽnhc15 gone. 

3. まとめ

相対時制は視在完rに後続する過去形の心味や、未米時に後続する過去形
の意味、条件節に同時竹をぷす時制かくるなどと いう時制の一 致命などでは

説明しにくいことか簡単に説明できるという意味で有効な即論てある。 しか

し、果たして彼の詮う ように絶対時制が4つと相対時制か 4つというのでよ

いのかについて考え、木米時制と現在完了時制は中間的な絶対相対時制とし

てみ広また、条件節におけるru]時性といっても l節とのlul時性には疑問が

残ることも不した。さらに、語蚊的にはII偵次ヤlを小す く4後力的＞の時間

索をもつ点を考えておく必要かあることを示した
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